コモディティプラスチック市場は、パッケージングと自動車の需要が激化する中、2032年までに9,124億8,000万米ドルを超える見込み
汎用プラスチックの需要は、高い堅牢性と耐久性を持ち、費用対効果の高い製造であるため、急速に高まっています。コモディティプラスチックは軽量であるため、電気軽量車両の生産が急増するほど多くの製造車両を代替する可能性があります。コモディティプラスチック市場の主な推進要因には、包装業界の成長、可処分所得の増加による消費財の高い需要の創出、軽量電気自動車の生産の増加、金属価格の上昇などがあります。
コモディティプラスチックの市場規模は2023年に6,036億米ドルと評価され、2024年の6,416億3,000万米ドルから2032年までに9,124億8,000万米ドルに成長し、予測期間(2025-2032)中に6.3%のCAGRで成長する態勢を整えています。
無料サンプルレポートを入手: https://www.skyquestt.com/sample-request/commodity-plastics-market 
包装業界が大量消費を牽引
包装は、ポリエチレン(PE)、ポリプロピレン(PP)、ポリ塩化ビニル(PVC)、ポリスチレン(PS)などの汎用プラスチックの最大のアプリケーションセグメントであり続けています。活況を呈する電子商取引業界は、柔軟性、耐久性、軽量性に優れたパッケージに対する需要の高まりと相まって、これらのプラスチックの世界的な消費を引き続き促進しています。食品グレードの包装と生分解性ブレンドの革新も市場の成長に貢献しています。
自動車・エレクトロニクス業界が軽量プラスチックを推進
自動車業界では、車両の軽量化と燃費向上のために、汎用プラスチックの採用が進んでいます。アプリケーションには、ダッシュボード、バンパー、インテリアトリム、電気ハウジングが含まれます。同時に、家電分野では、ケーシングや部品にプラスチックが使用されており、成形の容易さや絶縁性から需要がさらに高まっています。
ヘルスケアセクターは新たな機会を提供します
医療業界では、無菌性、費用対効果、汎用性により、汎用プラスチックから作られた使い捨て製品、診断機器、包装ソリューションに対するニーズが高まっているのを目の当たりにしています。発展途上国における医療意識の高まりとインフラ投資は、長期的な市場機会を提供することが期待されています。
コモディティプラスチック市場セグメント分析
コモディティプラスチック市場は、製品、アプリケーション、プラスチックの種類、地域によって分割されます。 
1. 製品に基づいて、市場はポリエチレン(PE)、ポリプロピレン(PP)、ポリ塩化ビニル(PVC)、ポリスチレン(PS)、ポリメチルメタクリレート(PMMA)、その他に分割されます。  
2. アプリケーションに基づいて、市場は包装、自動車、電気および電子、その他に分割されます。  
3. プラスチックの種類に基づいて、市場は再利用可能、リサイクル可能、再利用不可能、またはリサイクル不可能に分割されます。 
4. 地域に基づいて、市場は北米、ヨーロッパ、アジア太平洋、ラテンアメリカ、中東およびアフリカに分割されます。
地域のハイライト
· アジア太平洋地域 は、特に中国とインドにおいて、強力な製造能力、低い生産コスト、および堅調なエンドユーザーの需要により、世界市場を支配しています。
· 北米 と ヨーロッパ は、高度な加工技術と持続可能性への取り組みにより、引き続き主要なプレーヤーです。
· ラテンアメリカとアフリカの新興市場は  、工業化と都市化の進展により、有望視されています。
競合環境
主要なプレーヤーは、競争力を維持するために、バイオベースの代替品、リサイクル技術、および地域拡大に注力しています。戦略的なコラボレーションと製品のイノベーションにより、企業は環境規制の厳格化や消費者の嗜好の変化に対応しています。
このレポートをカスタマイズしますか?アナリストに相談する: https://www.skyquestt.com/speak-with-analyst/commodity-plastics-market 
世界のコモディティプラスチック市場のトッププレーヤーは次のとおりです。
· Exxon Mobil Corporation (アメリカ合衆国) 
· Dow Inc.(米国) 
· LyondellBasell Industries N.V.(オランダ) 
· SABIC (サウジアラビア) 
· Chevron Phillips Chemical Company LLC(米国) 
· INEOS Group Holdings S.A.(スイス) 
· Formosa Plastics Corporation(台湾) 
· 中国石油化工集団公司(Sinopec Corp.)(中国) 
· BASF SE (ドイツ) 
· Total SE (フランス) 
· Braskem S.A. (ブラジル) 
· 三井化学株式会社 (日本) 
· リライアンス・インダストリーズ・リミテッド(インド) 
· LG Chem Ltd.(韓国) 
· ロッテケミカルコーポレーション(韓国) 
· Nova Chemicals Corporation(カナダ) 
· Eastman Chemical Company (米国) 
· 住友化学株式会社(東京都) 
· Arkema S.A. (フランス)
コモディティプラスチック市場の最近の動向:
· 2021年8月、Krehalonはリサイクル可能でバリア性の高いフレキシブルフィルム「KreCycle」を発売しました。この範囲には、赤身の肉、鶏肉、加工肉、シーフード、ハードチーズの包装に使用されるポリエステル(PET)、ポリプロピレン(PP)、ポリエチレン(PE)ベースの製品が含まれます。
· 2022年9月、International Holding Companyの子会社であるReboundは、世界のプラスチック市場が2025年までに456億ドルに達すると予測される中、業界のターニングポイントである再生プラスチックのグローバルなB2Bデジタル取引プラットフォームであるRebound Plastic Exchange(RPX)の立ち上げを祝いました。
コモディティプラスチックの主な市場動向:
· プラスチックに使用されている抗菌添加剤は、プラスチックの機能寿命を延ばし、プラスチックが急速に劣化する原因となるバクテリアの増殖を制限するのに役立ちます。その結果、耐久性の向上、高い適合性、無臭、ステンレスは、コモディティプラスチック市場の大幅な成長につながった主要な特徴の一部です。
詳細については、https://www.skyquestt.com/report/commodity-plastics-market  をご覧ください。  

